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表２．3年間（2015年～2017年）の講師数（実数）
図１．講義内容の満足度
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図３．学習への取り組み状況と今後の希望
後は、さらに介護福祉士や他の資格取得を目指したい】の
質問では、「全く当てはまらない」「あまり当てはまらな
い」と回答した人が16人（36％）であった。本研修は新見
市内の介護人材の育成を目的に行ったため、介護職員や今
後介護職員として就職を希望している人のみならず、家族
介護者や介護の勉強をしたい人など受講生を幅広く募集
した。そのため、本研修の受講目的が個人により異なるこ
とが推測され、今後の就職や資格取得といった項目につい
ては「全く当てはまらない」「あまり当てはまらない」の
回答が認められたと考えられる。
４）新見市内で初任者研修を行った意義
初任者研修は新見市内の介護人材の育成を目的に行っ
た。また、実施に当たっては地域専門職と受講者のつなが
りを目指し、本学教員のみならず行政機関や福祉事業所の
職員が講師として研修へ参加した。受講生は実際に新見市
の福祉事業所に勤務する専門職の講義を受けることで、介
護職への具体的イメージの形成ができ、介護士への動機づ
けにつながったと考えられる。さらに参加した講師から
は、「再勉強の機会になって良かった」等の声が聞かれ、講
師として日ごろの実践を基に指導することは福祉事業所
に勤務する講師にとっても有益であったと考えられる。
また参加費については、民間の同一研修と比べて非常に
安いと感じる人が多く、「新見市が行っている研修だから
だ」との回答も複数認められた。新見市では初任者研修を
行っている民間事業所がなかったため、他地域での受講を
考えると、受講料とは別に交通費がかかることが想定さ
れ、新見市内での研修は意義があったと考える。
初任者研修修了後の受講生の就労状況を把握すること
を目的に実施したアンケート調査【調査②】では、現在介
護関係の職場に勤務されているかの問いに対して、「勤務
している（研修を修了してから）」の回答が5名であり、本
研修をきっかけに介護関係へ就職した人が5名いたことが
考えられる。また、介護職員初任者研修は、今の生活やこ
れからの生活に役立っているかの問いについては、すべて
の受講者が「役に立つ」と回答してる。自由記述の内容も
鑑みると、新見市で行った介護職員初任者研修は新見市内
の介護人材の育成につながったのではないかと考える。
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